渋沢栄一と新潟市域 by 松本 和明
渋沢栄一と新潟市域







































ないかぎり、第四銀行により 1956 年に刊行された『第四銀行八十年史』、74 年に刊行された『第
四銀行百年史』、また、新潟の企業家の経歴・事績については新潟商工会議所により 1958 年に刊
行された『新潟商工会議所六十周年史』（小林力三編纂）に依拠している 1。














　1873（明治 6）年 2 月に大蔵省（現・財務省）へ設立願を提出し、同年 5 月 31 日には認可を受けた。
その際に「第四国立銀行」と称することが指示された。出願は第一、第二国立銀行（横浜）に次
ぐ 3 番目であったが、同年 4 月に第三国立銀行（大阪）が出願し同月末に認可を受けたため、国
内で 4 行目に認可された銀行となったのである。
　当初の計画では資本金を 30 万円と設定して同年 7 月 15 日から株式の募集をおこなったものの、
出資に対する理解がなかなか広がらなかったため、20 万円に変更している。




　2,000 株に対しての株主数は 353 名となった。筆頭株主は市島と白勢長衛が各 65 株、次いで西
脇および田巻三郎兵衛と丈七郎・佐藤伊左衛門・白勢成熙（新発田町・白勢家宗家）・二宮孝順（蓮
1　同行をテーマとする先行研究としては、守田志郎『地主経済と地方資本』御茶の水書房、1963 年 3 月、




潟興野）・大橋小平（三島郡与板町）が各 50 株であった。鈴木・村田・本間は各 30 株の所有であった。
　その後、大蔵省から、国立銀行条例は 1 名の頭取を置くことを定めており、2 名は不適当との
指摘を受けた。このため、頭取は市島のみとし、取締役は田巻三郎兵衛・鈴木・本間とした。


























































　他方、新潟県会議員（1879 ～ 80 年）や新関村長（1902 ～ 10 年）、中蒲原教育会長等も歴任し
ている。









（1896 ～ 1905 年）、新潟県農工銀行初代頭取（1899 年設立）などを務めた。
　新潟県会議長・副議長（初代）・議員（1879 ～ 82、88 ～ 90、93 ～ 1902 年）、新潟市会初代議長、
さらに新潟市長（第 2 代、1891 ～ 99 年）や衆議院議員等を歴任している。
　本間と鈴木長蔵は、県内の金融界・産業界に加えて、地方政界や行政でも重きをなしたのである。
3　本間の事績については、新潟県議会史編さん委員会編『新潟県議会史　明治編一』新潟県議会、2001 年、
1804 ～ 1805 頁に拠った。
4　鈴木長蔵の事績については、同上書、1759 ～ 1760 頁に拠っている。
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　本間と鈴木長蔵は在京（準備）委員に任ぜられて、1873 年 10 月 25 日に上京し、前述の辻金
五郎邸に滞在して、紙弊寮八等出仕の宇佐川秀次郎および丹吉人や権中属の進野簡などから指導
を受けた。その際、同年 12 月に大蔵省が刊行した『銀行簿記精法』がテキストとして使用され



















年 1 月 15 日に認可を受け、辻金五郎邸（東京第五大区四小区神田和泉橋通佐久間町一丁目）の
一部を借用して、同年 3 月 1 日に本店と同時に東京支店を開設して営業を開始した。当初は白勢
彦次郎が東京支店支配人（現在の「支店長」に相当）を兼任していたが、同年 5 月 22 日に辻が
就任した。東京支店の主たる業務は紙弊の兌換、民間為替の取り組み、為替により送納される新
潟県の租税（「貢金」）の取り扱いで、貸付金原資として 5 万円（後に 7 万円）を設定するなど、
本店と肩を並べる重要な拠点となっていった。
　1874 年 11 月には、紙弊寮から、シャンドが第四国立銀行本店を訪問し、簿記の運用状況を視
察するとともに業務の諸側面について検査および指導をおこなうことが通知された。シャンドは
翌 75 年 1 月から全国の国立銀行を巡り始めており、同年に第四国立銀行を訪れたと思量される。
　1875 年 2 月に紙幣寮内に銀行学局が設置されると、第四国立銀行は従業員を継続的に派遣して、
スキルアップを図った。
　時期は下るが、大蔵省銀行課に異動して（四等属）、銀行検査官を務めていた外山脩造が、1878（明
治 11）年 4 月に、前野眞太郎（八等属）とともに、新潟港や新潟県内の経済・産業の状況およ
5　『銀行簿記精法』の内容の第四国立銀行への移転に関しては、久野秀男氏が詳細に分析している（「『銀
行簿記精法』と第四国立銀行『資料』との比較吟味－第 1 次中間報告－」学習院大学経済学会『学習院










































第 24 号、2012 年 1 月）を参照されたい。
8　検査官四等属外山脩造・同八等属前野眞太郎「銀行検査官報告書撮要」（同編『日本金融史資料　明治















　原田は西脇家の関係者（代理人）で、1877 年 1 月に西脇清一郎の後任として副頭取に就き、
78 年 2 月に退任した後、81 年 3 月まで取締役を務めている。








年 10 月に第 2 代頭取に就任した。後に八木は「第一銀行の渋沢に倣ひて」10 転身を求められたと
述懐している。







事業基盤がより強固なものとなった。八木は 1896（明治 29）年 12 月まで 20 年間にわたり頭取









務取締役および新潟市長（第 4 代、1899 ～ 1902 年）や新潟県会議員（1892 ～ 97 年）、新潟市会
議長・議員（名誉職参事会員）、新潟商業会議所特別議員などを歴任した。1886（明治 19）年 11
月に完成した萬代橋（初代）の建設資金に私費を投じたことでも知られる。
　鍵冨徳次郎は 1859（安政 6）年 7 月 1 日に生まれ、三作（初代）の養子となった 12。1873 年か
ら 77 年にかけてアメリカに留学し、帰国後は三井物産を創始した益田孝の秘書を務めた。この
間に渋沢の薫陶を受けたとされる 13。1886 年に第四国立銀行に入り、東京支店の敷地買収（91 年
に南茅場町へ移転）や普通銀行への転換業務などに携わり 96 年に退職した。1900 年 2 月に新潟
































































































　大倉喜八郎は、1837（天保 8）年 9 月 24 日に蒲原郡新発田町で生まれた 18。1854（安政元）年





















































21　西脇悌二郎については、広井一編述・発行『明治大正北越の片鱗』1934 年、452 ～ 467 頁、小千谷市





　事業資金は 1 万 2,000 円と設定され、渋沢と大倉および八木、白勢、鍵冨、西脇が各 1,700 円、














































































仲介のもとで結集し、各所有の倉庫を提供して、1887 年に新潟倉庫会社を資本金 5 万円で立ち







　初となる 1886 年の訪問は、84 年 3 月 1 日に設置された第一国立銀行新潟・四日市支店や富山
県伏木をはじめとする北陸地方の状況の視察が目的であった。
　渋沢は5月26日に東京を出発し、官営鉄道の東海道線で西に向かい、四日市および敦賀、大聖寺、
金沢、伏木・高岡、富山で視察・宿泊し、「親不知子不知蝙蝠等ノ険路ヲ経」て、6 月 15 日に糸
魚川に入った。次いで直江津から柏崎（16 日）、関原を経て、17 日に長岡に到着した 27。












　その後の動静は不明で、6 月 28 日に帰京していることが判明するにとどまっていたが、『新潟




　2 回目の 1901 年の訪問は、北越鉄道の社債募集が主な目的であった。
　渋沢は 4 月 25 日に東京を出発し、長野を経て、26 日には日本石油柏崎製油所と浅野総一郎が
25　前掲『伝記資料』第 14 巻、293 ～ 294 頁。
26　商業興信所編刊『日本全国諸会社役員録　第十三回』1905 年、上編 515、523 頁。








































ツ）の通常会員でもあった（竜門社発行『竜門社会員名簿』1917 年 11 月、明治大学附属中央図書館所蔵）。
30　『新潟新聞』1901 年 4 月 30 日付。





































　翌 5 月 1 日 6 時に新潟を出発し、新発田と水原町を経て東蒲原郡津川町に至り、古河市兵衛が
開発した草倉鉱山の関係者と面会した後、同町の有力者である平田次八郎邸で宿泊した。平田は
第三十一国立銀行の経営に参画し、岩越鉄道へ出資している。
32　『新潟新聞』1901 年 5 月 1 日付。




経て、5 月 4 日に帰京した。
（ⅲ）1905（明治 38）年
　3 回目の 1905 年の訪問は、第一銀行新潟支店および長岡出張所の六十九銀行への譲渡に伴う
ものであった。




　同年 5 月 20 日の第一銀行の臨時株主総会で新潟支店および長岡出張所を 6 月 20 日に廃止する
ことを議決した 34。6 月 1 日に六十九銀行新潟支店が上大川前通八番町に新設されている。松井は
同行の専務取締役、佐田は新潟支店支配人に転じた。
　渋沢は 7 月 9 日に出発し、長野を経て、10 日に新潟に到着した 35。六十九銀行の関係者へ訓示
をなした後に鍋茶屋での宴席に臨み、経済に関する演説をおこない、会津屋に泊まった。
　11 日は行形亭で六十九銀行とともに祝宴を開催し、60 名以上が参加した 36。渋沢は、第一銀行
の閉店と六十九銀行の開店に謝意を表するとともに、将来の銀行の取るべき方針について詳細に
演説している。新潟には 13 日まで滞在し、12 日には県知事の阿部浩や県幹部、鍵冨三作や岩三
郎などと鍋茶屋にて懇談した。
　続いて長岡に 13 日から 16 日まで滞在し、北越鉄道や六十九銀行の関係者へ訓示するとともに、
長岡商業会議所で経済に関する演説をおこない、会議所の重要性を強調した。「聴衆頗ル多シ」
とある。長岡館での宴席に臨み、日本石油社長の内藤久寛等と会談した。16 日夜に帰京した。




　4 回目の 1910 年の訪問は、女子教育の啓蒙および日本女子大学校（現・日本女子大学）の寄
付金募集が目的で、同校校長の成瀬仁蔵と同校評議員で森村組創設者の森村市左衛門等が同行し
た。





34　『伝記資料』第 4 巻、1955 年、635 ～ 636 頁。
35　1905 年の訪問・視察については、前掲『伝記資料』第 29 巻の 505 ～ 506 頁に拠っている。
36　『新潟新聞』1905 年 7 月 13 日付。
37　『伝記資料』第 56 巻、1964 年、691 頁。












　8 月 10 日に新潟を出発し、三条の三条小学校、新津の菓城寺で女子教育について講演をおこなっ
た。翌 11 日には高田に到着し、大漁座で商業道徳について、上越倶楽部での歓迎会では女子教
育および日本女子大学校の教育内容について講演している。
　その後、長野と上諏訪で講演し、8 月 16 日に帰京した。
　渋沢等の講演活動について、日本女子大学が 1942 年に刊行した『日本女子大学四拾年史』は













　5 回目の 1917 年は、会頭を務めていた東北振興会（1913 年創設）の東北 6 県視察の一環であった。







39　1917 年の訪問・視察については、『伝記資料』第 56 巻、1964 年、197 ～ 198、200 ～ 203 頁および第 57 巻、






































40　『伝記資料』第 50 巻、1963 年、366 ～ 367 頁。
41　前掲『伝記資料』第 56 巻、200 ～ 201 頁。
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た松井吉太郎の存在も不可欠であったことも指摘する必要があろう。
　今後も引き続いて、キーパーソンとしての彼らの事績と各企業ないし事業の実態および渋沢と
の関係を立ち入って考察していきたい。
【付記】
　筆者は、2016年度から3年間「日本経済史」を担当する機会を得た。これにあたり、澤口晋一先生、
越智敏夫先生、安藤潤先生および平山征夫先生には御厚誼を頂いている。各先生に加えて、学務
課および情報センター図書館、総務課の職員の皆様にも御礼申し上げる次第である。
　本稿を執筆中に、筆者の伯父である井上純一が死去した。50 年近くにおよぶ厚情に対して感
謝すべく、本稿を霊前に捧げることをお許し頂きたい。
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